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令和８年度財政援助団体等監査の結果について (報告) 

 

 

 地方自治法第 199 条第７項の規定に基づき財政援助団体等監査を実施したので、 

 

同条第９項の規定により、その結果を別紙のとおり報告する。 

 

この監査結果に基づき、またはこの監査結果を参考として、監査の対象に係る措置を 

 

講じたときは、同条第 14 項の規定により、監査委員に通知するものとする。 
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第１  監査の範囲                                    

             

１ -１  監査の種類 

地方自治法第 199 条第７ 項の規定による監査 

 

１ -２  監査の対象等 

原則と し て令和６ （ 2024） 年度に交付し た補助金等に係る 出納その他の事務の執行   

  

対象団体 所管部課 

立川市消防団 危機管理対策室防災課 

立川市文化協会 文化スポーツ部地域文化課 

社会福祉法人西立川児童会館 子ども 家庭部子ども 育成課 

 

１ -３  監査の期間 

  令和８ （ 2026） 年４ 月１ 日（ 水） から 同年６ 月 26 日（ 金） まで 

    

１ -４  監査の方法及び項目 

監査にあたっ ては、 主に次の事項が適正に行われている かどう かについて、 所管部課及

び財政援助団体等から 関係書類の提出を 求め、 関係諸帳簿及び証拠書類と の照合による 書

類審査等、 また現地視察や関係職員の説明聴取等を実施し た。   

 

（ １ ） 所管部課関係 

ア 補助金等の決定は法令等に適合し ているか。  

イ  補助金等の交付目的及び補助対象事業の内容は明確か。 また、 公益上の必要性は十分

か。  

ウ 補助金等に関する 条件の内容は明確か。  

エ 補助金等の額の算定、 交付方法、 時期、 手続等は適正か。  

オ 補助金等の効果及び条件の履行の確認は、 実績報告書等により なさ れているか。  

カ  補助金等交付団体への指導監督は適切に行われている か。  

キ 補助金等の交付目的や効果等から 判断し て、 統合、 廃止等の見直し を する 必要のある

も のはないか。  

( ２ )  財政援助団体等関係 

ア 事業計画書、 予算書及び決算諸表等と 所管部課へ提出し た補助金等の交付申請書、 実

績報告書等は符合する か。  

イ  補助金等交付申請書の提出及び補助金等の請求、 受領は適時に行われているか。  

ウ 事業は、 計画及び交付条件に従っ て実施さ れ、 十分効果が上げら れているか。 また、  

補助金等が補助対象事業以外に流用さ れていないか。  

エ 出納関係帳票の整備、 記帳は適正か。 また、 領収書等の証拠書類の整備、 保存は適切

か。  

オ 補助金等に係る収支の会計経理は適正か。  
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カ  会計処理上の責任体制は確立さ れているか。  

キ 精算報告は適正に行われている か。 また、 精算に伴う 返還金の返還時期等は適切か。   

 

１ -５  提出を 求めた資料 

 所管部課 

( １ )  補助金等支出の根拠と なる要領、 要綱等 

( ２ )  補助金等交付申請書及び添付書類（ 写）  

( ３ )  補助金等交付決定通知書及び関係書類（ 写）  

( ４ )  補助金等の支出負担行為伺書、 支出命令書 

( ５ )  補助金等実績報告書及び添付書類（ 写）  

( ６ )  補助金等（ 補助対象事業） 遂行状況（ 事業内容、 対象経費、 使途の適正） を確認し た

書類及び補助金等の使途の変更を 承認し た書類 

( ７ )  補助金等（ 補助対象事業） の効果を確認し た書類 

 

 財政援助団体等 

（ １ ） 団体の概要書（ 設立年月日、 所在地、 組織図、 会員数、 事業内容等）  

（ ２ ） 規約（ 会則） 等 

（ ３ ） 事業計画書、 予算書、 決算書、 実績報告書 

（ ４ ） 市補助金等関係書類（ 令和６ （ 2024） 年度補助金等申請書・ 決定通知書・ 補助金等請求

書・ 実績報告書等）  

（ ５ ） 市補助金等に係る経理関係書類（ 令和６ （ 2024） 年度収支決算に係る帳簿、 預金通帳の

写し ）  
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第２  監査対象団体の概要                                

 

２ -１  立川市消防団 

２ -１ -１  概要 

（ １ ） 団本部所在地 立川市泉町 1156 番地の９  

（ ２ ） 団長 宿谷 豊 

（ ３ ） 目的 消防署と 連携を図り 、 市民の生命・ 財産を 守るこ と を任務と し ている。  

（ ４ ） 事業  

    立川市消防団は、 消防組織法に基づき 設置さ れた消防機関であり 、 市長の任命による

団長のも と 運営さ れる。 団員は市内に在住、 在勤、 又は在学する 18 歳以上の者で構成さ

れ、 令和８ （ 2026） 年４ 月時点の団員は 161 名であり （ 機能別分団を除く ）、 身分は非常

勤特別職の地方公務員と なる。 主な活動は、 火災時の消火活動、 水害時の水防活動、 災

害予防の広報、 避難誘導、 訓練及び消防署と の連携などであり 、 地域防災の中核的役割

を 担っ ている。  

（ ５ ） 設立の経緯 

    昭和 22（ 1947） 年 12 月 23 日「 消防組織法」、 昭和 23（ 1948） 年 7 月 24 日「 消防組織

法の一部を改正する 法律」 の施行により 、 旧立川市及び旧砂川町に各消防団が設立さ れ

る。  

    昭和 23（ 1948） 年 12 月 31 日 旧立川市消防団解散 

    昭和 38（ 1963） 年 旧立川市と 旧砂川町の合併により 、 現体制の立川市消防団が編成

さ れる。  

 

２ -１ -２  補助金等の内容 

                                    

補助金等名 金  額 根拠法令等 

消防団運営交付金 ３ ， ７ ５ ３ ， ０ ０ ０ 円 

立川市消防団運営交付金交付要綱 

（ 目的） 消防団の活動の強化及び円滑化を

図るこ と  

消防団員互助会運営補

助金  
７ ５ ８ ， ４ ０ ０ 円 

立川市消防団員互助会運営補助金交付要綱 

（ 目的） 互助会が会員相互の親睦と 福利の

増進及び厚生を図るこ と  
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２ -１ -３  組織 

     

機能別分団 

機能別消防団員は、 東京医療保健大学立川看護学部の学生で構成さ れている。  

 

各分団詰所一覧 

 

分団 所在地 分団 所在地 

第一分団 西砂町三丁目 68 番地の３  第六分団 柏町三丁目 40 番地の９  

第二分団 西砂町一丁目 60 番地の６  第七分団 栄町二丁目 41 番地の５  

第三分団 一番町三丁目６ 番地の 13 第八分団 幸町二丁目 39 番地の７  

第四分団 上砂町三丁目 61 番地の６  第九分団 幸町三丁目 33 番地の７  

第五分団 砂川町四丁目 19 番地の 13 第十分団 若葉町二丁目９ 番地の 32 

 

２ -１ -４  予算執行状況について 

令和６ （ 2024） 年度消防団運営費の収入支出は、 ５ 頁のと おり である 。  

また、 令和６ （ 2024） 年度消防団員互助会運営費の収入支出は、 ６ 頁のと おり である。   
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２ -２  立川市文化協会 

２ -２ -１  概要 

（ １ ） 事務局所在地 立川市錦町三丁目３ 番 20 号 

（ ２ ） 会長 堀江 けんいち  

（ ３ ） 目的  

立川市文化協会は、 立川市の文化団体相互の連携を図り 、 市民の文化活動を 振興し 、 

豊かな文化生活に寄与するこ と を も っ て目的と する。  

（ ４ ） 事業  

     立川市文化協会は、市内の地域文化会と 各種文化団体（ 以下、「 各文化団体」 と いう 。）

で構成さ れる総合文化団体であり 、市民の文化活動を 振興し 、豊かな文化生活に寄与す

るため、「 より 広く ・ より 高く 」 をテーマと し て活動を 展開し ている。  

ア 市民の文化活動振興のため、 その基本方針の審議 

イ  文化に関する調査研究、 文章、 図書、 刊行物等の発行及び宣伝、 啓発奨励 

ウ 市民文化祭、 研修会その他文化に関する各種事業の実施 

エ 加盟団体の強化発展及び相互の連絡協調の推進 

オ 文化に関し 市その他の機関に対し 、 意見を 述べ又はその施策への協力 

カ  文化振興に寄与し たも のの表彰 

キ その他本会の目的達成に必要な事項 

（ ５ ） 設立の経緯 

昭和 33（ 1958） 年 団体の前身である「 立川市文化連盟」 が発足 

平成 2（ 1990） 年 12 月 1 日 「 立川市文化連盟」 と 「 立川市地域文化会連絡会」 が

統合し 、 現在の立川市文化協会が発足 

     

２ -２ -２  補助金等の内容 

                                         

補助金等名 金  額 根拠法令等 

市民文化祭事業交付金 ７ ， ７ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 

立川市市民文化祭事業交付金交付要綱 

（ 目的） 立川市文化芸術のまち づく り

条例に基づき 、 市民の文化芸術活動を

振興する ために市民文化祭事業を 実施

するこ と  
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２ -２ -３  組織（ 令和６ （ 2024） 年４ 月１ 日現在）  

  地域文化会12団体、 各種文化団体22団体 

  

  地域文化会   

 団体名  団体名 

1 富士見町文化会 7 栄町文化会 

2 柴崎町文化会 8 若葉町文化会 

3 錦町文化会 9 幸町地区文化会 

4 羽衣町文化会 10 柏町地区文化会 

5 曙町文化会 11 砂川文化会 

6 高松町文化会 12 西砂川地区文化会 

 

 各種文化団体    

 団体名  団体名  団体名 

1 立川市三曲連盟 9 立川市合唱連盟 17 立川菊花愛好会 

2 立川謡曲会 10 立川おはやし 保存会 18 立川盆栽会 

3 立川市日本舞踊連盟 11 立川市吟剣詩舞連盟 19 立川書道連盟 

4 立川市吹奏楽団 12 立川市民踊舞踊連合会 20 立川市連合水墨画会 

5 立川市洋舞連盟 13 立川市カ ラ オケ連盟 21 立川市茶道連盟 

6 立川市ギタ ー倶楽部 14 立川落語会 22 立川市華連盟 

7 立川市奇術愛好会 15 立川フ ラ・ ハワイ アン連盟   

8 立川市管弦楽団 16 沖縄文化芸能研究会   

 

２ -２ -４  役員及び職員 

  会長、 副会長、 監事、 会計、 事務局長 ほか 

 

２ -２ -５  予算執行状況について 

令和６ （ 2024） 年度の交付金の決算報告は、 ９ 頁、 10 頁のと おり である。  
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２ -３  社会福祉法人西立川児童会館 

２ -３ -１  概要 

（ １ ） 事務局所在地 立川市富士見町一丁目 23 番６ 号 

（ ２ ） 理事長 飯塚 勇 

（ ３ ） 目的  

多様な福祉サービスがその利用者の意向を 尊重し て総合的に提供さ れるよう 創意工夫 

するこ と により 、 利用者が、 個人の尊厳を 保持し つつ、 心身と も に健やかに育成さ れる

よう 支援するこ と を目的と する。  

（ ４ ） 事業  

西立川児童会館は、 いつでも 誰でも 自由に遊べる社会福祉法人の児童会館であり 、 ス

ポーツ や工作、 料理など様々な行事を 実施し 、 地域の子育て、 子育ち拠点施設と し て、

児童会館の管理・ 運営を 行う 。  

（ ５ ） 設立の経緯 

    昭和 24（ 1949） 年５ 月 有志により 自治会組織を つく り 、 富士塚公園を 開設 

    昭和 30（ 1955） 年３ 月 有志による、 西立川児童会館の落成 

    昭和 44（ 1969） 年８ 月 社会福祉法人西立川児童会館の設立認可 

 

２ -３ -２  補助金等の内容 

                                    

補助金等名 金  額 根拠法令等 

私立児童館運営補助金 ８ ， ９ ５ ５ ， ０ ０ ０ 円 

立川市私立児童館運営補助金交付要綱 

（ 目的） 児童を 取り 巻く 環境の変化を

踏まえ、 市内において地域の特性を 生

かし た児童健全育成活動を 推進する こ

と  

 

２ -３ -３  役員及び職員 

  理事長、 理事、 監事、 職員ほか 

 

２ -３ -４  事業実績について  

（ １ ） 予算執行状況について 

令和６ （ 2024） 年度の収支決算書は、 12 頁のと おり である。  

（ ２ ） 事業報告 

    館内事業 工作、駄菓子屋イ ベント 、ク ッ キング、スポーツ大会、カ ード バト ル大会、      

季節行事、 合同避難訓練、 運動遊び、 本の読み聞かせ、 会館まつり 、 児童

館フ ェ スティ バル、 子育てひろ ばの出前ひろ ば、 育児相談 など 

    館外遠足 藤子・ Ｆ ・ 不二雄ミ ュ ージアム 
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第３  監査の結果                                    

     

令和６ （ 2024） 年度の補助対象事業に係る 出納その他の事務について、 前記の方法により

監査し た限り において、 財政援助の目的に沿っ て適正かつ効率的に執行さ れていると 認めら

れたが、 次のと おり 一部に改善を 要する事項が見受けら れた。 適切な対応を検討し 、 適正な

事務の執行を求める。  

なお、 下記の「 指摘事項」 と は是正、 改善を必要と するも の、「 注意事項」 は、 速やかに是

正でき る軽微な誤り 、「 意見」 は事業執行にあたっ ての留意事項や改善の検討を 要望するも の

である。  

 

３ -１  指摘事項 

（ 立川市文化協会）  

 １  文化協会事務局員に対し 、 雇用条件、 支払基準、 税務上の取扱いなどが明確化さ れてお

ら ず、 不適切な状態であっ た。  

 ２  年度末に、 交付金の管理に使用し ている預金口座の残高は０ 円と なっ ていたが、 精算金

の具体的な使途について確認でき なかっ た。  

 ３  各文化団体の決算報告書において、 交付対象と 認めら れない食糧費の計上、 正当な領収

書のない支払い、 交付金と 団体負担金に経費の二重計上などの不備があっ たが、 それら に

対し 確認や修正の指導がさ れていなかっ た。  

 ４  総会資料の決算報告と 、 文化協会から 提出さ れた明細資料に複数の項目で金額の不一致

があっ た。  

 

３ -２  注意事項 

（ 立川市消防団）  

１  消防団員互助会運営補助金交付要綱に規定さ れている互助会運営事業実績報告書（ 第 

４ 号様式） が提出さ れていなかっ た。  

２  消防団員互助会定例総会で提出さ れた令和６ （ 2024） 年度収入支出決算書に記入欄の誤

り があっ た。  

 

（ 社会福祉法人西立川児童会館）  

１  立川市私立児童館運営補助金交付要綱に、 すでに廃止さ れた要綱名が記載さ れていた。 

２  土地の賃貸借契約書について、 支払方法など契約書に記載さ れている内容と 現状の取り  

扱いに一部相違があっ た。  

 

３ -３  意見 

所管部課は各団体と 連携し 、 それぞれの団体の特性を 生かし つつ、 事業の目的を 果たせる

よう 、 適切な指導・ 監督を行われたい。 各団体においては、 交付金及び補助金等は公金であ

るこ と を 踏まえ、 公平性と 透明性を意識し 、 出納関係帳票等の整備、 記帳の管理にあたっ て

は、 定期的な確認・ 照合などの適切な事務処理に努めら れたい。  

 

立川市消防団は、 指摘事項はなく 、 補助対象事業に係る 出納についておおむね適正に処理

さ れていた。  
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消防団員互助会の運営は、団員の会費と 補助金のそれぞれが同額の負担で行われている が、

運営費に多く の残金が発生し 、 翌年度への繰越を継続し ている。 互助会においては、 世代間

の負担の不均衡を防ぐ ためにも 会費や補助金はその年度の会員サービスに充て、 残金は端数

及び少額の予備費等と なるこ と が望まし い。 福利厚生は、 消防団活動に協力する家族も 対象

に含まれると 考えら れる ため、 時代にあっ た福利厚生メ ニュ ーにより 繰越金を 順次適切に団

員、 家族に還元さ れたい。  

  消防団運営交付金については、 迅速な対応のため、 やむを 得ず、 個人所有のク レジッ ト カ

ード による支払いがあっ たが、 昨今、 支払い時に現金を使用でき ずキャ ッ シュ レス決済を 求

めら れる事例があるため、 消防団管理の口座でのキャ ッ シュ レス決済の対応策について検討

さ れたい。  

  日頃の地道な訓練や、 日夜を 問わず火災の現場に真っ 先に駆けつける消防団の活動に感謝 

すると と も に、 課題の消防団員確保への取り 組みを継続さ れながら 、 地域の安全の要と し て

の活躍を 期待する。  

 

立川市文化協会への指摘事項については、 所管部課は、 適正な交付金の出納処理と なるよ  

う 、 文化協会や各文化団体に対し 、 丁寧に実務上の指導と 確認をさ れたい。  

また、たまし ん RI SURUホール２ 階事務室の文化協会用スペースが有効に活用さ れていない 

ため、 その必要性を 協議し 、 事務室を 有効に活用さ れたい。  

文化芸術活動は、 市民の心の豊かさ や社会的なつながり を育む力があるため、 各文化団体

の活動については、 その自主性を 尊重し つつも 、 交付金の活用にあたっ ては透明性と 正確さ

に特に留意さ れたい。  

市民の誰も が主体的に参加でき る地域社会に根差し た文化芸術活動が円滑に行われるよう 、

市民文化祭を共催する立川市地域文化振興財団の協力を得るなど、適切な事務処理について、

早急に対応策の検討と 実施を 求める。  

 

社会福祉法人西立川児童会館は、 指摘事項はなく 、 補助対象事業に係る出納についておお

むね適正に処理さ れていた。  

西立川児童会館の土地は、自己所有ではないこ と から 、30 年契約で土地の賃貸借契約を 締

結し ているが、 契約書に記載さ れている 内容と 現状の取り 扱いに一部相違があるこ と から 、

地主と 確認を 行い、 必要に応じ て書面による手続き を適切に行われたい。 また契約締結から

約 25 年が経過し 、 令和 12（ 2030） 年に更新時期を 迎えるこ と から 、 今後の事業継続につい

て長期的な見通し を 持っ て確認を行い、 契約更新時に必要と なる資金調達や、 各種積立金等

について法人内で協議し 、 適切に対応さ れたい。  

また、 社会福祉法に定める指導監査は、 ３ 年ごと に本市の福祉部福祉総務課が実施し てお 

り 、 改善すべき 指摘事項はなかっ たも のの、 本市及び法人のいずれも その指摘事項がないと

いう 結果等を公表し ていない。 保護者や利用者の安心感の向上のため、 指導監査結果の公表

について検討さ れたい。  

今後も 、 市内唯一の民間の児童会館と し て、 地域住民が地域の子ども を見守るアッ ト ホー

ムさ など、 その良さ を 存分に発揮し 、 公立児童館と 連携し ながら 、 自宅、 学校と は異なる 居

心地のよい第三の居場所と し ての役割を担う こ と を期待する。  

 


